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鹿児島市社会事業協会役員及び評議員の報酬等に関する規程 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年 6 月13日 

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       規程第11号

 

 

　（趣旨） 

第 1 条　この規程は，社会福祉法人鹿児島市社会事業協会（以下「協会」という。）

　定款第 8 条及び第22条の規定に基づき，理事及び監事並びに評議員の報酬等に関 

　し，必要な事項を定めるものとする。 

　（定義等） 

第 2 条　この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めると 

　ころによる。 

　(1) 役員とは，理事及び監事をいい，評議員と併せて役員等という。 

　(2) 常勤理事とは，役員のうち，協会を主たる勤務場所とする者をいう。 

　(3) 非常勤役員とは，役員のうち，常勤理事以外の者をいう。 

　(4) 報酬等とは，報酬，期末手当，その他の職務執行の対価として受ける財産上 

　　の利益であって，その名称の如何を問わない。 

　(5) 費用とは，職務遂行に伴い発生する交通費，通勤手当，旅費（宿泊費を含む）

　　及び手数料等の経費をいい，報酬等とは明確に区分されるものとする。 

　（報酬等の支給） 

第 3 条　役員等に対しては，職務執行の対価として，次のとおり報酬等を支給する 

　ものとする。ただし，協会の職員を兼務し，職員給与が支給されている者及び鹿 

　児島市職員定数条例（昭和42年条例第10号）に定める職員から選任された者に対 

　しては，報酬等は支給しない。 

　(1) 常勤理事　報酬，期末手当 

　(2) 非常勤役員及び評議員　報酬 

　（報酬等の総額） 
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第 4 条　役員等の報酬等の各年度の総額は，次の各号に掲げる役員等の区分に応じ， 

　当該各号に定める額を超えないものとする。 

　(1) 全理事の総額　 900 万円以内（職員としての給与を除く。） 

　(2) 全監事の総額　50万円以内 

　(3) 全評議員の総額　50万円以内 

 　（報酬）

第 5 条　役員等に対する報酬は，別表第１に定める額とする。ただし，常勤理事の 

   報酬月額は，別表第 1 に掲げる額を上限とし，理事会において別に定める額とす

  る。 

2 　常勤理事が，月途中において就任し，又は退任し，若しくは失職した場合にお 

  ける報酬の額は，日割計算によるものとする。 

　（常勤理事の期末手当） 

第 6 条　期末手当は， 6 月 1 日及び12月 1 日（以下この条においてこれらの日を「 

　基準日」という。）にそれぞれ在職する常勤理事に対して支給する。 

2 　前項の規定は，基準日前 1 か月以内に退職した常勤理事についても，同様とす 

　る。 

3 　第 1 項の規定にかかわらず， 6 月 2 日から 6 月30日までの間に新たに常勤理事 

　として選定された者については， 6 月 1 日に在任していたものとみなす。 

4 　期末手当の額は，第 3 条第 1 項に規定する報酬に， 6 月に支給する場合におい 

　ては 100 分の 120 ，12月に支給する場合においては 100 分の 120 を乗じて得た額 

　に，基準日以前 6 か月以内の期間におけるその者の在職期間の次の各号に掲げる 

　区分に応じ，当該各号に定める割合を乗じて得た額とする。 

　(1) 6 か月　 100 分の 100  

　(2) 5 か月以上 6 か月未満　 100 分の80 

　(3) 3 か月以上 5 か月未満　 100 分の60 

　(4) 2 か月以上 3 か月未満　 100 分の30 

　(5) 2 か月未満　 100 分の20 

　（常勤理事の通勤手当） 

第 7 条　次の各号のいずれかに該当する常勤理事（通勤距離が片道 2 キロメートル 
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  未満の常勤理事を除く。）に，通勤手当を支給する。 

　(1) 通勤のため交通機関を利用してその運賃を負担することを常例とする常勤理 

　　事 

　(2) 通勤のため自動車その他理事長が別に定める交通の用具（以下「自動車等」 

　　という。）を使用することを常例とする常勤理事 

　(3) 通勤のため交通機関を利用してその運賃を負担し，かつ，自動車等を使用す 

　　ることを常例とする常勤理事 

2 　常勤理事は，新たに前項の要件を具備するに至った場合には，理事長が別に定 

　める様式の通勤届により，その通勤の実情を速やかに理事長に届け出なければな 

　らない。同項の常勤理事が住居，通勤経路若しくは通勤方法を変更し，又は通勤 

　のため負担する運賃の額に変更があった場合についても同様とする。 

3 　通勤手当の額は，次の各号に掲げる常勤理事の区分に応じ，当該各号に定める 

　額とする。 

　(1) 第 1 項第 1 号に掲げる常勤理事　支給単位期間の通勤に要する運賃の額に相 

    当する額（以下「運賃相当額」という。）。ただし，運賃相当額を支給単位期 

    間の月数で除して得た額（以下「 1か月当たりの運賃相当額」という。）が 

    30,000円を超えるときは，支給単位期間につき，30,000円に支給単位期間の月 

　　数を乗じて得た額（その者が 2 以上の交通機関を利用するものとして当該運賃 

　　の額を算出する場合において， 1 か月当たりの運賃相当額の合計額が30,000円 

　　を超えるときは，その者の通勤手当に係る支給単位期間のうち最も長い支給単 

　　位期間につき，30,000円に当該支給単位期間の月数を乗じて得た額） 

　(2) 第 1 項第 2 号に掲げる常勤理事　次に定めるの区分に応じ，支給単位期間に 

    つき，それぞれ次に掲げる額 

　　ア　自動車等の使用距離（以下この号において「使用距離」という。）が片道 

　　　 2 キロメートル以上 5 キロメートル未満　 3,300 円 

　　イ　使用距離が片道 5 キロメートル以上10キロメートル未満　 6,000 円 

　　ウ　使用距離が片道10キロメートル以上15キロメートル未満　 8,900 円 

　　エ　使用距離が片道15キロメートル以上20キロメートル未満　11,400円 

　　オ　使用距離が片道20キロメートル以上25キロメートル未満　14,100円 
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　　カ　使用距離が片道25キロメートル以上30キロメートル未満　16,400円 

　　キ　使用距離が片道30キロメートル以上35キロメートル未満　19,100円 

　　ク　使用距離が片道35キロメートル以上40キロメートル未満　21,600円 

　　ケ　使用距離が片道40キロメートル以上45キロメートル未満　24,400円 

　　コ　使用距離が片道45キロメートル以上50キロメートル未満　26,200円 

　　サ　使用距離が片道40キロメートル以上45キロメートル未満　28,000円 

　　シ　使用距離が片道45キロメートル以上　29,800円 

　(3) 第 1 項第 3 号に掲げる常勤理事　運賃相当額及び前号に掲げる額の合計額（ 

    その額が30,000円を超えるときは，その者の通勤手当に係る支給単位期間のう 

　　ち最も長い支給単位期間につき，30,000円に当該支給単位期間の月数を乗じて 

　　得た額） 

　（費用） 

第 8 条　役員等がその職務の執行に当たって負担した費用については，これを請求 

　のあった日から遅延なく支払うものとし，また前払いを要するものについては， 

　前もって支払うことができるものとする。 

2 　役員等が，協会の用務のため旅行したときは，この費用を，鹿児島市社会事業 

　協会旅費規程に準じて支給することができる。 

　（報酬等及び費用の支給方法） 

第 9 条　報酬等及び費用の支給は，通貨で直接役員等に支給する。ただし，役員等 

　から申出がある場合は，口座振替により支給することができる。 

　（報酬等及び費用の支給日） 

第10条　常勤理事の報酬等及び通勤手当の支給日は，次のとおりとする。ただし， 

　支給日が日曜日，土曜日又は休日に当たるときは，その日前において，その日に 

　最も近い日で日曜日，土曜日又は休日でない日を支給日とする。 

　(1) 報酬及び通勤手当　毎月22日 

　(2) 期末手当　 6 月30日及び12月10日 

2 　非常勤役員及び評議員の報酬等並びに役員等の費用は，必要の都度支払うもの 

  とする。 

　（端数計算） 
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第11条　この規程により，報酬等又は費用の額を算定する場合において，当該額に 

  50銭未満の端数を生じたときはこれを切り捨て，50銭以上 1 円未満の端数を生じ 

  たときはこれを 1 円に切り上げるものとする。 

　（公表） 

第12条　協会は，この規程をもって，社会福祉法第59条の 2 第 1 項第 2 号に定める 

  報酬等の基準として公表する。 

　（改廃） 

第13条　この規程の改廃は，評議員会の決議によって行うものとする。 

　（補則） 

第14条　この規程の実施に関し必要な事項は，理事長が理事会の承認を経て，別に 

  定める。 

　別表第 1 （第 4 条関係，第 5 条関係） 

　　役員等の報酬 

  

 役員等の区分 職務及び業務 報酬の金額  

  

  理事長の職務 月額　350,000円以内  

  常勤理事  

 常務理事の職務 月額　300,000円以内  

  

  理事会，評議員会への出席 日額　10,000円  

   

  非常勤役員 監事監査 日額　10,000円  

  

 その他法人の役員業務のための出勤 日額　5,000円  

  

  評議員会への出席 日額　10,000円  

 評議員  

 その他法人の評議員業務のための出勤 日額　5,000円  
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　　　付　則 

　（施行期日） 

1 　この規程は，平成29年 6 月30日から施行し，同年 6 月 1 日から適用する。 

　（鹿児島市社会事業協会役員の通勤手当に関する規程の廃止） 

2 　鹿児島市社会事業協会役員の通勤手当に関する規程（平成17年規程第 8 号）は， 

  廃止する。 

　（鹿児島市社会事業協会役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の廃止） 

3 　鹿児島市社会事業協会役員等の報酬及び費用弁償に関する規程（平成20年規程 

  第 4 号）は，廃止する。 

　　　付　則（平成30年 6 月12日規程第 9 号） 

　この規程は，評議員会決議の日から施行し，平成30年 6 月 1 日から適用する。 

　　　付　則（平成31年 3 月26日規程第 6 号） 

　この規程は，平成31年 4 月 1 日から施行する。 

　　　付　則（令和 2 年 3 月31日規程第 5号） 

　この規程は，令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 

　　　付　則（令和 4 年 6 月22日規程第 8号） 

　この規程は，評議員会決議の日から施行し，令和 4 年 6 月 1 日から適用する。 

　　　付　則（令和 5 年 6 月24日規程第 3号） 

　この規程は，評議員会決議の日から施行し，令和 5 年 6 月 1 日から適用する。 

　　　付　則（令和 6 年 6 月11日規程第 9号） 

　この規程は，評議員会決議の日から施行し，令和 6 年 6 月 1 日から適用する。 

　　　付　則（令和 7 年 6 月28日規程第 7号） 

　この規程は，評議員会決議の日から施行し，令和 7 年 6 月 1 日から適用する。 


